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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 8月 30日 (2006.8.30)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 光 デ ィ ス ク の 基 板 上 に 作 製 し た 凹 凸 記 録 デ ー タ と し て 情 報 記 録 、 凹 凸 光

照 射 る こ と に よ っ て 読 み 光 デ ィ ス ク に お い て 、 凹
凸 マ ー ク の 光 ス ポ ッ ト 走 査 方 向 の 長 さ を ｘ 、 該 ｘ に 垂 直 な デ ィ ス ク 半 径 方 向
の 長 さ を ｙ と し 、 マ ー ク 長 さ の う ち 、 ｘ 、 ｙ の 最 小 値 を 夫 々 ｘ ｍ ｉ ｎ 、 ｙ ｍ ｉ ｎ
と 記 し た 場 合 、 ｘ ｍ ｉ ｎ ＜ ｙ ｍ ｉ ｎ が 成 り 立 つ マ ー ク を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 光 デ ィ ス
ク 基 板 。
【 請 求 項 ２ 】
　 固 体 上 に 薄 膜 を 製 膜 し 、 該 薄 膜 に 光 ビ ー ム を 照 射 し 、 前 記 薄 膜 の 原 子 配 列 を 変 化 さ せ た
後 に 化 学 的 処 理 に よ っ て 光 ビ ー ム を 照 射 し た 部 分 あ る い は 光 ビ ー ム を 照 射 し な か っ た 部 分
を 除 去 す る こ と に よ っ て パ タ ー ン を 形 成 し た も の を 原 盤 と し 、 該 原 盤 か ら 型 を 取 る こ と に
よ っ て 作 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 光 デ ィ ス ク 基 板 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 固 体 に 製 膜 さ れ た 薄 膜 が 、 少 な く と も Ｓ ｂ 、 Ｔ ｅ の い ず れ か を 含 み 、 前 記 薄 膜 内 の
原 子 配 列 を 変 化 さ せ る 際 に 、 光 ビ ー ム を 照 射 し た 領 域 の 少 な く と も 一 部 が 溶 融 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 光 デ ィ ス ク 基 板 。
【 請 求 項 ４ 】
　 光 デ ィ ス ク の 基 板 上 に 作 製 し た 凹 凸 記 録 デ ー タ と し て 情 報 記 録 、 凹 凸 光

照 射 る こ と に よ っ て 読 み 光 デ ィ ス ク に お い て 、 凹 凸
マ ー ク の 光 ス ポ ッ ト 走 査 方 向 の 長 さ を ｘ 、 該 ｘ に 垂 直 な デ ィ ス ク 半 径 方 向 の 長 さ

を ｙ と し 、 マ ー ク 長 さ の う ち 、 ｘ 、 ｙ の 最 小 値 を 夫 々 ｘ ｍ ｉ ｎ 、 ｙ ｍ ｉ ｎ と 記 し
た 場 合 、 ｘ ｍ ｉ ｎ ＜ ｙ ｍ ｉ ｎ が 成 り 立 つ マ ー ク を 有 す る 基 板 を 使 用 し て 作 製 さ れ た こ と を
特 徴 と す る 光 デ ィ ス ク 。
【 請 求 項 ５ 】
　 固 体 上 に 薄 膜 を 製 膜 し 、 該 薄 膜 に 光 ビ ー ム を 照 射 し 、 前 記 薄 膜 の 原 子 配 列 を 変 化 さ せ た
後 に 化 学 的 処 理 に よ っ て 光 ビ ー ム を 照 射 し た 部 分 あ る い は 光 ビ ー ム を 照 射 し な か っ た 部 分
を 除 去 す る こ と に よ っ て パ タ ー ン を 形 成 し た も の を 原 盤 と し 、 該 原 盤 か ら 型 を 取 る こ と に
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よ っ て 作 成 さ れ た 基 板 を 使 用 し て 作 製 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 光 デ ィ ス ク
。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 固 体 に 製 膜 さ れ た 薄 膜 が 、 少 な く と も Ｓ ｂ 、 Ｔ ｅ の い ず れ か を 含 み 、 前 記 薄 膜 内 の
原 子 配 列 を 変 化 さ せ る 際 に 、 光 ビ ー ム を 照 射 し た 領 域 の 少 な く と も 一 部 が 溶 融 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 光 デ ィ ス ク 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 光 デ ィ ス ク 基 板 お よ び 光 デ ィ ス ク
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 光 デ ィ ス ク 技 術 に 関 し 、 特 に 光 デ ィ ス ク 基 板 に 関 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 の よ う に 、 熱 モ ー ド 記 録 は フ ォ ト ン モ ー ド 記 録 に 比 べ て 記 録 デ ー タ の 大 容 量 化 を 図
る こ と が で き る が 、 上 記 の よ う な 一 般 的 な 熱 モ ー ド 記 録 （ 単 純 熱 モ ー
ド 記 録 ） は 、 通 常 の 相 変 化 記 録 に 比 べ る と 、 大 容 量 化 が 困 難 で あ る 。 そ の 理 由 は 、 通 常 の
相 変 化 記 録 で は 再 結 晶 化 が 存 在 す る た め 、 そ の 分 マ ー ク が 融 解 領 域 よ り も 小 さ な サ イ ズ と
な り 、 微 小 マ ー ク の 記 録 が 可 能 で あ る か ら で あ る 。 結 晶 化 、 結 晶 化 速 度 が 比 較
的 遅 い 相 変 化 膜 、 結 晶 化 速 度 が 比 較 的 速 い 相 変 化 膜 の ３ つ に 対 し て
、 記 録 パ ワ ー と マ ー ク 長 の 関 係 を 調 べ た 結 果 を 図 ２ に 示 す 。 横 軸 は 、 記 録 パ ワ ー と 最 適 記
録 パ ワ ー の 比 、 縦 軸 は マ ー ク 長 の 最 適 値 と の 差 を 現 し て い る 。 こ の 結 果 よ り 、 結 晶 化 速 度
が 速 い 膜 に お い て
、 記 録 パ ワ ー の 変 動 に 対 す る マ ー ク 長 の 変 動 が 最 も 少 な い 、 即 ち 記 録 パ ワ ー マ ー ジ ン が 最
も 大 き い こ と が わ か る 。 こ の 理 由 は 以 下 の よ う に 考 え ら れ る 。 単 純 熱 モ ー ド 記 録 で は 、 記
録 レ ー ザ パ ワ ー が 変 動 す る と 、 そ れ に 伴 っ て 反 応 領 域 が 変 化 し 、 そ れ に 比 例 し て マ ー ク サ
イ ズ が 変 動 す る 。 相 変 化 記 録 で は 、 レ ー ザ パ ワ ー の 変 動 に よ っ て 融 解 領 域 の 大 き さ が 変 動
す る が 、 そ れ に 伴 っ て 再 結 晶 化 領 域 も 変 動 す る た め 、 両 者 が 補 正 し て 、 最 終 的 に 作 製 さ れ
る マ ー ク の サ イ ズ の 変 動 が 少 な く な る 。 結 晶 化 速 度 が 大 き い と 、 そ の パ ワ ー 変 動 と 再 結 晶
化 領 域 の 変 動 が 連 動 し や す い 為 、 よ り 補 正 効 果 が 大 き い と 解 釈 で き る 。
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